
Ｈ２６年度「天山里山保全活動組織」報告 

農林水産省：森林・山村多面的機能発揮対策事業交付金の活動報告 

Ｈ２５年度に続いて、天山共有林管理組合組合員と天山ふれあい会会員

でつくる「天山里山保全活動組織」は、１．0.5ｈａの雑木除伐採作業 

２．宮地岳西麓の生態モニタリング調査を実施しました。 

◆活動場所と活動内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動１ 

「『天山集落を砂災害から守る』や『水源の里山を守る』との熱い思いの

もと、参加者３６人、11 月 17 日 8 時半から１２時半まで、雑木林に

光を当てるための伐採作業をしました。 

 

１． 童男丱女岩付近の「地番天山２５８－１、面積 83,831 ㎡」の

一部の 0.5ｈａの雑木除伐採。 

２． 宮地岳西麓の生態モニタリング。 

 



 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●作業前の森林と除伐採後の森林 

①．天山ふれあい会班作業前→作業後 

  

②．上中組班作業前→作業後 

  

③．下組班作業前→作業後 

  

『天山里づくり“夢“を共有しよう！里地里山を未来遺産に！』 

のもと、微々たる力ではありますが、森林を守り、水源保全のため、手足を動

かして、次世代につないでいきましょう！！ 

 『地球環境を守る、地元の足元の環境を守る』には「こうしたらいい」「ああし

たらいい」とかんがえるだけでは、現実の事態は変えることができません。手

足を動かして事態を好転させるしか手はないのです。 

 



活動２ 

地球温暖化の推移を見守るために、宮地岳西麓の動植物、昆虫の定点観

測を継続的に行う。 

 

 

 

 

 


